
キーワード 地域防災 現役世代 参加促進 

連絡先 〒321-8585 栃木県宇都宮市陽東 7-1-2 宇都宮大学 TEL：028-689-6223 E-mail:r189331@cc.utsunomiya-u.ac.jp 

現役世代の地域防災活動参加促進に関する調査研究 

 

宇都宮大学地域デザイン科学部 学生会員 ○高橋 陽太 

宇都宮大学地域デザイン科学部 正会員 近藤 伸也 

 

1.背景・目的 

 1995 年阪神淡路大震災以降「自助」，「共助」が

重要視されており，特に「共助」の強化には平時

から防災活動への参加が必要である．しかし，少

子高齢化社会の影響から地域防災に参加している

のは災害時には脆弱な傾向にある高齢者が中心と

なっており，働いている現役世代の参加は少な

い．札幌市の市民意識調査によると過去 3 年間で

防災訓練や講演会に「参加したことがない」人は

83.2％となっており，現役世代においては 90％を

超えている 1）．現役世代の地域防災活動への参加

を促進し，活動を実質化するためには，現在，地

域防災活動を行っている現役世代の人に共通する

能力と環境を明らかにする必要がある． 

 本研究では，上記を踏まえて，栃木県における

防災活動の高齢者の参加率を明らかにしたうえ

で，地域防災活動を主体的に企画運営している現

役世代が持つ能力と環境を明らかにする．現役世

代が防災活動を企画しやすく，なおかつ参加しや

すい企画内容について検討する． 

2.調査方法 

 本研究では，栃木県においても防災活動が 65 歳

以上の高齢者が中心となっているのか明らかにす

るために栃木県さくら市における防災フォローア

ップ研修参加者，また栃木県のモデル地区で行わ

れた地区防災計画の作成関係者の高齢者の割合を

調べる． 

 栃木県那須塩原市立西那須野中学校で行われた

防災学習を企画運営した現役世代の方に聞き取り

調査を行い，どのような能力や環境が関わってい

るのかを明らかにし，調査の結果をもとに現役世

代が参加しやすい防災活動の提案を行う． 

3.調査結果 

3-1.先行調査 

 栃木県さくら市において行われた防災フォロー

アップ研修の参加者と 60 歳以上の割合を図 1 にま

とめた．

 

図 1 防災フォローアップ研修参加者数と 60 歳以

上の割合 

参加者の数は回数を重ねるごとに参加者は減って

いるが，60 歳以上の割合は上昇していることが分

かる．研修に参加できなくなったのは主に 60 歳未

満の現役世代であることが推測できる． 

 また栃木県のモデル地区において地区防災計画

が作成された．各地区に参加者の 65 歳以上の割合

をアンケート調査した結果を図 2 に示す． 

 
図 2 地区防災計画作成者と地区全体の高齢者率 

回答地区の高齢者率の平均は約 55％となった．参

加者の半分以上が 65 歳以上の住民であることが分

かった．一方で地区全体の高齢者率の方が参加者
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の高齢者率より高い地区もあった． 

 この二つの調査結果から栃木県においても高齢

者が防災活動の中心となっている地域が多いこと

が分かった． 

3-2.実地調査 

栃木県那須塩原市立西那須野中学校では，現役

世代である PTA 会長，副会長，生徒活動後援会会

長の 3 名が中心となって生徒の防災学習を企画運

営した．この防災学習は「中学 3 年間を通して，

自然災害が起きた時，自分や家族の命を守り，地

域や社会の一員として主体的に行動できるように

なること」というねらいのもと行われた．1 年生

は「防災の基礎知識を学び，自分と家族を守れる

ようになる」，2 年生は「災害が起きた時，周りの

人を助けられるようになる」，3 年生は「地域の中

で自分の役割を認識し，自ら行動できるようにな

る」といった各学年で目標を設定して講座や体験

型訓練，HUG（避難所運営ゲーム）をそれぞれ行

った．本研究では，この防災学習に参与観察し，3

名の動きと生徒の反応を見ている． 

3-3.聞き取り調査  

 PTA 会長，副会長への聞き取り調査は 2021 年

11 月 24 日，生徒活動後援会会長への聞き取り調査

は同年 12 月 6 日に行った．聞き取り調査の質問項

目を表 1 に示す． 

表 1 聞き取り調査質問項目 

 

 防災学習を行ったきっかけは，今の中学生，高

校生の生徒たちは東日本大震災時にまだ幼かった

ため当時のことをあまり覚えていない学生が多い

こと，また自分の子供が親元を離れて生活する際

に災害に遭った時に役立ててほしいと述べてい

た．地域防災活動に保護者世代など現役世代が参

加するためには土日に開催するなど現役世代向け

に参加しやすい環境をつくること，また中高生に

参加してもらい刺激してもらうのはどうかと述べ

ていた．聞き取り調査より調査対象者は主に子供

のために防災学習を開いていること，防災学習を

行った地域においての災害が少ないことから防災

意識が低いことが影響していることが分かった． 

 この防災学習は現役世代の 3人が別々の理由で

防災に興味を持ち，手を組み企画運営したこと，

また学校側の活動に対する理解があって実現され

ていることも分かった． 

3-4.分析方法 

聞き取り調査で得られたデータから防災教育を

行う要因として考えられるものを抽出し，KJ 法

（川喜田）2）により質的分析を行う．手順として

は，①カード化，②グループの作成，③見出しの

作成，④グループ関連を考える． 

①のカード化で作成したカードを抜粋して以下に

記す．KJ 法によりまとめた結果は発表で示す． 

・那須塩原市は災害が特に少ない地域であり，防

災意識が低いことが地域や子供にとっても不安

要素である． 

・中学生になると地域の方々との交流が極端に少

なくなる． 

・災害時中学生自身が自分の命を守れるようにな

ってもらいたい． 

・東日本大震災から 10 年の節目であるが，今の中

学生は忘れている生徒も少なくない． 

・大規模な中学校であるがゆえに全員が体験でき

ない風潮を改善したかった． 
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属性に関する質問

・ご自身の年齢

・中学校に通っている子供の学年

防災学習に関する質問

・防災学習の良かった点，改善点，大変だったこと

・防災学習プロジェクトを行ったきっかけ

・今回できた各団体との繋がりを維持していくために考えている事

・今後の展望（規模，参加者，回数）

・PTAの役員などは毎年変わるが，どのようにして後に残していくか

・防災学習を企画する過程で問題点や悩んだことはあるか

・なぜ今回の防災学習では自主防災組織や自治会とは組まなかったのか

地域防災活動に関する質問

・保護者を含む現役世代が防災活動に参加するために必要なこと

・地域防災活動に現役世代が参加するために必要なこと

・現役世代が地域防災活動に参加していない状況だが，

　今後どのような影響が出ると思うか

・どの様な団体が関わると現役世代も参加しやすいと思うか
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